[image: image1.jpg]


東濤会だより

佐藤章夫会長が博士号を取得

　「おめでとう、章夫ちゃん」－。章夫ちゃんの愛称で親しまれる我らが佐藤章夫・東濤会会長がこのたび東北大学の大学院農学研究科博士課程を修了し「農学博士」の学位を受けた。専攻したのは資源環境経済学。農村社会を取り巻く地域環境の変化をひもどきながら農業用水をめぐる水利権の推移などをテーマに研究を重ねた。
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佐藤会長は山形市南館でコメや野菜を栽培しながら、旧山形農協理事や南館土地改良区理事長などを歴任し、現在も最上川中流土地改良区理事、南館水利組合長、山形市選挙管理委員会委員長職務代理など、さまざまな公職を務めている。
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向学心が旺盛なことは東濤会の会員諸氏がご承知の通り。１９６４（昭和３９）年に慶応義塾大学通信教育課程経済学部を卒業したほか、２００２（平成１４）年には６０歳で山形大学人文学部大学院の修士課程を修了している。今回はそれに続く学位取得になる。

去る３月２５日、仙台市の東北大学農学部・大学院農学研究科講堂で行われた学位記授与式に出席した佐藤会長は、博士課程修了者を代表し農学部長で大学院農学研究科長でもある工藤昭彦教授から「博士号」の学位記を受けた。このことはテレビニュースや新聞でも大きく報道され、話題になった。

なお、東濤会の東濤会有志による祝賀会が６月７日（日）午前１１時から宝来寿司（ＪＲ山形駅東口前）で開かれる。会費は３，０００円。幹事は加藤洋一君（０８０－１８０９－６１９９）が務める。問い合わせは同君へ。（文責：小笠原英雄）

プルス雪子さんが来日・来形
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スイス・レマン湖畔のピュイに住むプルス（袴田）雪子さんが４月１日、ご主人と共に来日し、２０日まで日本に滞在した。この間、１１日から１４日まで山形を訪れ、小・中学校や高校時代の同級生たちと旧交を温めた。
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レマン湖はスイスとフランスに跨る三日月型の湖。ピュイはレマン湖北岸のほぼ中央、ローザンヌに隣接している。ローザンヌは国際オリンピック委員会がある観光都市として知られる。ローザンヌとピュイは街続き。山形と北山形ぐらいの感じという。

ご主人はスイス・ウィンターツール出身。雪子さんは日本を離れて３８年になるという。今回は故郷・上山でご両親の墓参りをしたほか、小・中学校時代の友人と再会。１３日午後は高校１年のとき同じクラスだった土井順子さん、宮尾（大国）久仁子さん、それに地元・山形の市川（桜井）みちさんが加わって霞城公園を散策しながら和やかに歓談した。

霞城公園はこの日、皆さんの再会を祝福するかのように桜が満開になった。花見客や観光客でにぎわう園内をめぐり、女性同士の回顧談に花を咲かせた。

宮尾さんは北海道登別から駆け付けた。５年前、北海道の合唱団員としてスイスを訪れた際、チューリッヒで雪子さんと会った仲。「雪子さんがスイスにいたから団員募集に応

じた」（宮尾さんの話）のだそうだ。

同日夕は薬師町の山形一寸亭に席を移し、歓迎の「蕎麦を食べる会」を開いた。女性の皆さんのほか、鈴木正朗君や三浦剛君、村形悦男君、鈴木展夫君らも同席した。席上、級友の恋心やテストのカンニングなど高校時代のエピソードが次々と披露され、話題はいつまでも尽きることがなかった。

　雪子さんは１６日、東京東濤会のブログメンバーとも懇談、親睦を深めて帰国された。（文責：小笠原英雄）
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堆朱や刀剣など多彩な収蔵品

【上山市「蟹仙洞（かいせんどう）」は長谷川厚三君の生家】
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　JR「かみのやま温泉駅」東口から南へ歩いて７分。上山市矢来４丁目に財団法人「蟹仙洞（かいせんどう）」という美術博物館がある。中国明・清時代の彫漆や日本刀などのコレクションで知られ、バレーボール部だった東濤会会員・長谷川厚三君（埼玉県新座市在住）の生家でもある。３月末日、バレーボール部の同僚だった村形悦男君、東濤会幹事長の鈴木正朗君と同館を訪れ、厚三君の長兄で蟹仙洞の理事を務める長谷川浩一さんから館内を案内していただいた。
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蟹仙洞は厚三君の祖父・長谷川謙三さんが創設した。謙三さんは明治１９年生まれ。東置賜郡川西町出身で、樽平酒造の３男だった。高畠町の製糸業・長谷川家へ養子に入り、上山長谷川製糸所を継いだ。樽平酒造には東洋陶磁器の収集で有名な掬粋巧芸館がある。謙三さんも若いころから美術品に親しみ、中国の漆工芸や日本刀などに興味を持ったらしい。

昭和２６年、６５歳のとき生涯をかけて収集した美術工芸品を保存、公開するために財団法人・蟹仙洞を設立。敷地の一角に鉄筋２階建ての展示館を造り、漆工芸品や日本刀などを展示した。現在は、大正時代に建てられた母屋や土蔵も活用して相良人形などの郷土人形、節句飾り、東北地方の郷土玩具、甲冑など多彩な収蔵品を展示している。
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この中で堆朱（ついしゅ）、堆黒（ついこく）、堆黄（ついおう）、紅花緑葉（こうかりょくよう）、填漆（てんしつ）といった中国明・清時代の漆工芸コレクションは質、量ともに国内最高といわれている。
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彫漆は幾重にも塗り重ねられた漆の層に山水、花鳥、人物などの彫刻を施し、美しい模様を作り出す。漆の厚い層を作るため、何百回も塗り重ねられるという。中国で発達した技法。日本には鎌倉時代に入ってきたらしい。漆の色によって堆朱、堆黒、堆黄と呼ばれ、紅花緑葉は２色以上の漆を使い色彩感を出したという。
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堆朱館と名付けられた彫漆類の展示室には牡丹模様の「堆朱香合」や屈輪（ぐり）といわれる唐草のような模様の「堆黒丸盆」、そして龍をあしらった「堆黄丸盆」をはじめ、彫漆を施された払子（ほっす）、如意棒、印籠、花瓶、箪笥など、さまざまな作品が並ぶ。貝をあしらった螺鈿もある。

[image: image12.bmp]１５世紀、中国明時代の初期を代表する作品といわれる「楼閣人物填漆箪笥」は国指定の重要文化財に指定されている。填漆で飾り付けられた精巧な模様が特徴。填漆は漆塗りの表面に刀で模様を彫り、その模様にさまざまな色漆を埋め込んで仕上げる技法。この楼閣人物箪笥は填漆技法の頂点ともいわれている。
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[image: image14.bmp]日本刀は備前長船重吉、孫六兼元、月山、山城大掾藤原国包などの名刀が展示されている。かつては国指定重要文化財の来国次、備前長船兼光をはじめ豊後国行平、日州之住国広、長曾祢虎徹など鎌倉初期から南北朝、室町、安土桃山、江戸など各時代を代表する名工の作品を多数所蔵していたが、平成に入ってから盗難に遭い、今も戻っていないのは惜しまれる。

謙三さんは美術品の収集を横ばい人生と称し、自らを「蟹仙」と号していた。開設した展示館にもその名を付けた。「蟹仙洞」の扁額は謙三さんが尊敬していた新潟出身の書道家・会津八一（号は秋草道人）の筆による。交流のあった川端龍子からは開館記念に蟹の図を描いてもらったという。

四季折々の風情が楽しめる庭園も心が和む。その池を泳ぐマゴイが作家・井伏鱒二の随筆集「還暦の鯉」のヒントになったらしい。まったくの偶然だったが、我々が同館を訪れた日の山形新聞夕刊「わが館の逸品」というコーナーに、浩一さんの推薦で「還暦の鯉」と鱒二の色紙が大きく取り上げられていた。

謙三さんは写真撮影にも情熱を注いだ。ドイツ製のライカをいち早く手にしたほか、自宅に暗室を設け現像、焼き付けを自分でこなした。昭和初期の日本橋や路面電車が走る東京銀座の風景、松竹キネマ大船撮影所の地鎮祭など、県内、外の貴重なスナップ写真を数多くの残している。その一部が館内に展示されている。

近年は母屋の一部に食事処そばの「笑味庵」を開設している。囲炉裏が切られた大正時代の座敷で、日本庭園を眺めながら打ち立てのそばを食べることができる。そばは山形県産の新品種「でわかおり」を使った十割そば。予約制で一人前８００円からという。

　同館のパンフレットから案内の略図を抜粋した。上山を訪れた際はぜひ蟹仙洞に足を運び、数百年の歴史を伝える中国工芸の美や日本刀の粋に触れながら、長谷川厚三君を思い出してほしい。（文責：小笠原英雄）
忙中閑あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱エピクエスト社長・前　野　弘　志（京都市）

最近の円高、株安、金融不安の影響で、景気全般が後退局面へと転じ、民間企業はさらに深刻な状況になりつつあります。

ベンチャー企業である当社も例外ではなく、特に民間企業は研究開発投資も見直しされる傾向が強く、これらがメインのマーケットである当社も有望であった商談が中止、延期、予算削減といった状況に直面しています。

そのような状況下で、当社は何とか大学向けや今話題の薄膜太陽電池開発用装置を中心に今年度は昨年比２０％増の操業が見込まれ、大変忙しくさせてもらっています。

特に、これから年度末にかけて繁忙状態が続くので、年に一度の社員旅行は時期を早めて１１月７～８日、北陸の芦原温泉一泊＋北近江観光としました。

男性社員のみで一行１３名。早朝から車の中は早くも宴会気分です。北近江は歴史の宝庫で、まずは織田信長の安土城へ。信長の名で１５７９年に日本初の天守閣を備えた５層６階の巨城として建設されたが、3年後、信長が本能寺の変で斃れると、火災により消滅した。近年、発掘調査が進み、その成果が安土町城郭資料館に展示されている。原寸大の復元模型（天守の最上階部分のみ）もあるので是非見学を薦めたい。

続いて長浜城。ここは豊臣秀吉（まだ羽柴姓の頃）が初めて城持ちとなったことで有名。ここからとんとん拍子に出世したので別名「出世城」とも言われる。

歴史の勉強の後は、一路芦原グランドホテルへ。一風呂浴びてからの宴会はソフトコンパニオン付きの２時間飲み放題コース。ソフトとは何ぞや？　ホテルに問うと少々の触れ合いまでは許容範囲らしく、若手社員は猛ハッスル。２時間では収まらず、１時間延長、又１時間延長で翌日の支払い時の明細を見て延長時間の高いこと。だが、そこは小企業のよいところで、費用は全て福利厚生費で処理。若手社員が英気を養い、翌日から業務にハッスルしてくれれば安いもの。

以上、ベンチャー企業の近況をお知らせいたします。（了）

沼沢・志賀両君が相次いで新聞紙上に
東濤会の同期生２人が昨年暮れ、山形新聞夕刊２面の「やまがた話題のラウンジ」（毎週土曜日掲載）というコーナーに相次いで登場した。

天童市の沼沢政辰君と新庄市の志賀博夫君で、沼沢君は「ブロンズ制作楽しむ市教育委員長」として１２月２０日付け、志賀君は翌週の１２月２７日付けで「ボタニカルアートに熱中する歯科医院長」として紹介された。以下は山形新聞からの抜粋。


山形東濤会の総会

　山形東濤会（秋葉建司会長）の平成２１年度総会が４月１９日（日）、蔵王温泉の「つるやホテル」で開かれた。「つるやホテル」は同期生の堀是治君が経営している。JR山形駅西口の霞城セントラル前から蔵王温泉まで送迎バスも運行され、３２人が出席した。

総会では秋葉建司会長のあいさつに続いて平成２０年度の事業報告や収支決算報告を承認し、芋煮会などの２１年度事業計画を検討した。恒例の講演会は社会保険労務士の鈴木展夫君が講師を務めた。テーマは「厚生年金について」。３０分ほど解説してくれた。

県庁東濤会の定例会
　去る２月１９日の夕刻、今年も県庁東濤会の定例会が行われ、１０年来の会場である山形市内・花小路「はまなす分店」に９人の会員が集まりました。現在、会員名簿には既に他界した人を除き、１６名の名前がありますが、体調が芳しくないとか忙しすぎるとかで、最近の参加者は１０人前後で推移しています。

　当会は比較的歴史が古く、３０代に集まりはじめ、４０代に定着しましたから、かれこれ３０年くらいにはなります。初めは主に県職員だけでしたが、同じ県庁舎内にある教育庁に勤務したことのある教職員も仲間に加え、毎年一回、懇親を深めると同時に、情報交換の場となりました。各人の職種・分野が多様なので、結構有用な知識を仕入れることが出来、現役を退いた今日までも長続きしているものと思われます。

特に、最近では、この会の席上で提案されたイベントを、他の東濤会内各種グループに働きかけて参加者を募り、山形東濤会全体の活動を盛り上げる役割をも担っていると自負しております。昨年実行された「子年御開帳・最上三十三観音参り」がその良い例で、今年は志津温泉に泊まって「月山に登ろう」の企画が示され、東濤会各グループに呼びかけることに決まりました。

今年の７月末、梅雨が明けた頃を狙って実施する予定なので、出来るだけ多くのご参加を待っております。夜は山菜料理の大宴会、麻雀会もありますよ。（文責：松田博之）

慰問バンドで社会貢献
山形市宮町在住の近藤元一君は退職後、地元の若者たちと町内会バンドを結成し、市内外の介護施設や特別養護老人ホームなどで慰問の演奏会を開いている。近藤君のスチールギターがメイン。主に懐メロをマヒナスターズ・スタイルで演奏する。結成2年目からは武田俊章君もドラマーとして加わり、雰囲気を盛り上げている。

年末年始は特に忙しくなる。平成２０年も１２月２１日、天童市・小関公民館で開かれた高齢者クリスマスパーティー兼敬老会（地区青年団主催）にアトラクションの演奏者として招かれた。

参加者は約８０人。地区の子供たちの太鼓演奏も加わり、大変賑やかなイベントとなった。近藤君たちのバンドに対しおひねりが投げられるなど、メンバーが面食らうような場面もあり、なかなかの盛り上がりだった。

東濤会だよりへの取材を兼ねた私（鈴木正朗）は樋口晶敬君と鈴木展夫君を誘って同席した。お年寄りの皆さんは全員、手拍子を打ちながら元気に歌い、本当に楽しそうだった。演奏後、バンドのメンバーと私たちもお年寄りの皆さんと会食をして会話を深めることができたのは本当に有意義だった。

近藤君たちのバンドは月一回のペースで地域や施設を慰問しているという。地域の人たちに大きな貢献をしているわけであり、これからも長く活躍を続けて欲しいと願っている。（文責：鈴木正朗）

訃　報

駒延　信一郎君（天童市小路２－４－３）　平成２０年１２月１日逝去。

山形相互銀行勤務の後、自営。天童中出身。

木村　敬君（彦根市大藪町５１－１０６）　平成２０年１２月２６日逝去。

山形大（農）卒、ヤンマーディーゼル勤務。山形２中出身。

海谷　稔君（山形市小白川町５－３－１６）　平成２１年１月１５日逝去

神奈川大（工）卒、川崎電気勤務。山形１中出身。

２００９年５月１日号
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会　長　佐藤章夫





これも定例、女将さんを中心にパチリ！





霞城公園・東大手門前で。左からご主人、雪子さん、土井さん、宮尾さん、市川さん








慰問演奏する近藤君（左端）と武田君（右端）





上山市の貴重な文化スポットでもある蟹仙洞





中国明・清時代の漆工芸品が並ぶ堆朱館





井伏鱒二ゆかりの池がある日本庭園





会津八一の筆による扁額











長浜城をバックに記念撮影





【あ　と　が　き】


今回は昨年１２月以来、５ヶ月ぶりの発行になる。この間、佐藤章夫会長が６７歳で農学博士の学位を受け、天童の沼沢政辰君と新庄の志賀博夫君は山形新聞の同じコーナーに相次いで登場して話題になった。そしてスイス・レマン湖畔からプルス（袴田）雪子さんが帰省し、山形の春に花を添えてくれた。前回、休載した会員歴訪の「おじゃまします」は長谷川厚三君の生家・蟹仙洞（上山）を訪ねた。京都の前野弘志君が寄せてくれた原稿もあり、編集会議を開く前に第７号のスペースは埋まっていった。次号もかくありたいものである。だが、編集スタッフは読み返しが大の苦手。誤字脱字はご容赦いただきたい。


次号の発行は２００９年９月の予定。皆さんからのさらなる話題提供を期待したい。県外からの投稿や紹介も大歓迎。編集事務局・鈴木正朗宛にご一報ください。


【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス


①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。


【編　集　ス　タ　ッ　フ】


◇事務局＝鈴木　正朗  ０２３－６０８－７１９２　


　　　　　（携帯）０９０－１３７４－２４４９ 


（携帯メール）  ikuzus_urahasam@h.vodafone.ne.jp


◇委　員＝小笠原英雄　０２３－６３２－９１５５　　oga-1629@agate.plala.or.jp 


松永　貴夫  ０５０－３０１４－５７４４


清水 　 彬  ０５０－７５４７―９２４９　a-17-k@amber.plala.or.jp   


近藤　元一　０２３－６３１－３８００　　motokazu@ic-net.or.jp











２００９年３月２６日付け山形新聞朝刊から





おじゃまします（会員歴訪）
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